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人
生
8
0年
時
代

生
き
生
き
と
し
た
長
寿
社
会
に
向
け
て

敬老特集

日
本
は
世
界
一
の
長
寿
国
。
人
生
八
十
年
時
代
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。

平
均
寿
命
が
延
び
、
そ
れ
だ
け
長
く
な
っ
た
人
生
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
は
、
お
年
寄
り
の
生
活
や
健
康
、生
き
が
い
な
ど
、み
ん

な
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

９
月
1
5日
の
敬
老
の
日
を
前
に
、
長
寿
社
会
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
た
。
（
Ｉ
～
３
ペ
ー
ジ
で
特
集
）

８

月

に

厚

生

省
か

ら

発

表
さ

れ
た
「
平

成

２

年
簡

易

生

命
表

」

に
よ

る
と

、
日

本
人

の
平

均

寿

命
は
、
女
八
一
・
八
一
歳
、
男

七

五

・
八

六

歳
で

、
い

ず

れ

も

世

界

一
の

数

字

。

こ

の

寿
命

は

今

後

さ
ら

に
延

び

続
け

る
だ

ろ

う
と

予

測

さ
れ

て

お

り

、
ま

さ
に

長

寿

社

会

が

現

実
の

も

の

と

な

っ
て

き

ま
し

た

。

｢元気に働き続けることで､若さを保つｔ います」(生きがい福祉事業団の人材派遣)

フラッシュ・テニスクラブ

いつまでも若々しくテニスを！

新
た

な生
き

が
い
を
求

め
て

こ
の
よ
う
な
長
寿
社
会
の
中

に
あ
っ
て
、
高
齢
に
な
っ
て

も

積
極
的
に
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

し
て
い
る
人
や
、
定
年
退
職
後

を
第
二
の
人
生
と
考
え
、
新
た

な
生
き
が
い
を
追
求
す
る
人
な

ど
が
増
え
て
き
ま
し
た

。

地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
の
サ
ー
ク
ル
な

ど
、
生
き
生
き
と
自
分
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現
し
て
い
る

人
た
ち
が
多
く
な
っ
て
き
た
よ

う
で
す
。

一
方
で
は
、
お
年
寄
り
の
健

康
や
、
安
定
し
た
、
安
心
で

き

元

気

な

お

年
寄

り
の

グ
ル

ー

プ
の
代

表

と
し
て

、
平

均

年

齢
六

十

七

歳

と
い

う

「
フ

レ

ッ
シ

ュ

・
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
」
を
訪
ね
て

み

ま

し

た
。

会

員

は
、

男

性
は

六

十

五

歳

以

上

、
女

性

は

五

十
歳

以

上

と

の

こ

と
で

す

が

、

皆

さ
ん

全

く

年

齢

を

感
じ

さ

せ

な
い

、

若
々

し
い

人

ば
か

り
で

す

。

明
治

生
ま
れ
の
人

も
七
人
い

ま
す
が
、
み
ん
な
元
気
に
テ
ニ

ス

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

練
習
で

た
っ
ぷ
り
と
汗
を
流

し
た
後
は
、
歓
談
の
ひ
と
と
き
。

冷
た
い

も
の
で
の
と
を
潤
し
な

が
ら
、
今
日
の
プ
レ

ー
を
振
り

返

り
、
和
気
あ
い

あ
い
と
テ
ニ

ス

談
議
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま

し
た
。

テニスコート にいるときが、一番元気です

る
生
活
を
送
る
た
め
の
対
策
も

必
要
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

お

年
寄
り
が
孤
独
に
な
ら
な

い

よ

う
な

心
の

通

う
地

域

社

会
づ
く
り
や
、
お
年
寄
り
へ
の

思
い
や
り
を
持

っ
た
世
代
間
の

交
流
な
ど
、
み
ん
な
で

考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題

も
あ
り
ま
す
。

市
で

も
、
さ
ま
ざ
ま

な
制
度

を
設
け
た
り
、
施
設
を
造
っ
た

り
し
て

、
市
民
の
皆
さ
ん
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
お
こ
た
え
し
て

い
ま
す
。

元
気
な
お
年
寄
り
の
方
々
の

横
顔
や
、
若
者
の
意
見
も
交
じ

え
、
長
寿
社
会
を
考
え
て

み
ま

し
た
。

フ
レ
ツ
シ
ュ
・
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
会
長

こ

の
サ

ー

ク
ル

は
、

発
足

し
て

も

う
五

年

に

な
り

ま

す

が
、
そ
の
間
に
仲
間
も
増
え
、

皆

さ
ん
の

お
か

げ
で

活
動

も

充
実

し
て

き
ま

し
た

。

生

涯
続

け

ら
れ

る
趣
味

と

し
て

、
テ
ニ

ス

を
楽

し
ん

で

い

る
わ
け
で

す

が
、

ず
っ

と

続
け
て

き
て

、

本
当

に
よ

か

っ

た
と

思
っ

て
い

ま

す
。

わたしの夢

安川　 朝子さん(矢切小学校3 年)

公園のごみを片付けている朝子さんとお友達

今の地球はごみがたくさん落ちている。い

まにきっと地球がごみでうめつくされ、しま

いには地球はバクハツしてしまう。私は、地

球を守るために、みんなが助けあって、ごみ

がひとつも落ちてない地球にしたい。

市役所の代表電話は
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室
谷
　

邦
雄
さ
ん

長
寿
社
会
対
策
も
必
要
に



市
の
六
十
五
歳
以
上
の
人
口

は
三
万

二
百
七
十
二
人
（
平
成

２
年
1
0月
―
日
現
在
）
で
、
総

人
口
の
比
率
か
ら
い
う
と
、
六

・
七
％
に
な
り
ま
す
。

全
国
で
は
、
す
で
に
十
一
％

を
超
え

、
松
戸
市
は
全
国
的
に

み
て

若
い
都
市
と
い
え
ま
す
が
、

こ
の
数
字
は
今
後
、
確
実
に
増

え
て
き
ま
す
。

核
家
族
化

も
進
ん
で
い

る
今

こ
そ
、
地
域
や

年
代
を
超
え
た

思
い
や
り
の
心
が
大
切
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

確実に増える老齢人口

お
年
寄
り
の
た
め
の
制
度
・
施
設

幸せな長寿社会は､みんなの願い(六実高柳老人福祉センターで)

松
戸
市
の
年
齢
階
層
別
人
口
の
推
移

年次

総　 数 ０～14歳 15～39歳 40～64歳 65歳以上

実 数
構成
割合 実 数

構成

割合 実 数

構成
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構成
割合
実 数
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割合
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※平成５年は、第４次総合５か年計画策定時に設定した計

画人口。平成12年は、「松戸市長期構想」で設定した計画

人口です。

こ
こ
で
は
、
お
年
寄
り
が
生
き
生
き
と
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
た
め
の
主
な
制
度
や
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
制
度
の
中
で
い

う
お
年
寄
り
・
老
人
は
、

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
方
で
す
。

張

り
の
あ

る

人
生
の

た
め
に

老
人
ク
ラ
ブ
…
六
十
歳
以
上

の

方

で

自

主

的
に

組

織

さ
れ

て

い

ま

す

。

社

会
奉

仕

や
レ

ク
リ

エ

ー
シ

ョ

ン
活

動

な

ど

を
通

じ

、

親

ぽ

く

を
深

め

て

い

ま

す
。

老
人
研
修
バ
ス
助
成
…
老
人

ク

ラ

ブ
で

研

修

旅

行

を
行

う

と

き

、

バ
ス

代

を

助

成
し

て

い

ま

す

。ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
無
料
貸

し

出

し

…

常
盤

平

の

中

央

ゲ

ー

ト

ボ
ー
ル

場
（
コ

ー

ト
五

面

）
を

、

お

年

寄
り

の

団

体
に

無

料
で

貸

し

出
し

て

い

ま

す

。

老

人

等
慰

安

会

（
松

戸
名

人

会
）
…
春
と
秋
の
年
二
回
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
寄
席
を
開
い
て
、

お

年

寄

り
に

楽

し

ん
で

い

た

だ

い
て

い
ま

す

。

老
人
・
母
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
大
会
…
楽
し
み
な
が
ら
交

流

を
図

る

、

運

動
会

を

閧

催
し

て

い

ま

す

。

崑

以

上

、

な

が
い

き

課

生
涯
学
習
大
学
…
六
十
歳
以

上

の

方
を

対

象

に

、
一

年

を

通

じ
て

、
い

ろ
い

ろ

な

課

題

を

学

習
し

て

い

ま

す

。

蠢

社
会

教

育

課

成
人

教

育

係

老
人
大
学
…
県
で
は
、
総
合

福
祉

会

館

内

浅

間
台

校

舎
で

、

総
合

福

祉

科

・

生
活

科

学

科

・

園

芸

科

の
三

科
目

を

開

講
し

て

い

ま

す

。

蠢
千
葉
県
老
人
大
学
事
務
局
｀

6
8
1
1
7
nぴｇ
）
番

寝
た
き

り

独
り

暮
ら

し
の
方
へ

で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、
特
別

狼
護
老
人

ホ
ー
ム
に
短

期
で
入

所
で
き
ま
す
。

寝
た
き
り
老
人
福
祉
手
当
…

月
額
一
万

一
千
七
百
円
の
手
当

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

寝
た
き
り
・
独
り
暮
ら
し
老

人
見
舞
品
…
毎
年
、
夏
と
冬
に

お
見
舞
い
品
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

寝
具
の

乾
燥
・
消
毒
サ
ー
ビ

ス
…
在
宅
の
寝
た
き
り
・
独
り

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を
対
象
に

、

月
一
回
程
度
、
無
料
で
行
っ
て

い
ま
す
。

テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
…
在
宅
の

体
が
弱
い
お
年
寄
り
に
、
入

浴

や
食
事
の
世
話
な
ど
を
行
い

ま

す
。ホ
ー
ム
ケ
ア
促
進
…
寝
た
き

り
・
痴
ほ
う
性
の
お
年
寄
り
と

介
護
者
が
、
特
別
養
護
老
人

ホ

ー
ム
に
短
期
滞
在
し
、
介
護
技

術
を
習
得
で

き
ま
す
。

老
人
福
祉
電
話
と
料
金
助
成

・
こ
低
所
得
の
独
り
暮
ら
し
の
お

ホ

ー
ム

ヘ

ル

パ

ー
の

派

遣

…

在

宅
で

寝
た

き

り

・

独
り

暮
ら

し

の

お

年
寄

り
に

対
し

、

日

常

生

活
の

お
世

話

を
し

て

い

ま

す
。

日

常
生

活

用

具
の

給
付

（
貸

与
）
…
低
所
得
世
帯
で
在
宅
・

寝

た
き

り

の

お

年

寄
り

に

、
特

殊
べ
ッ
ド
・
エ
ア
ー
マ
ッ
卜
な

ど

を
給

付
（
貸

与

）
し

て

い

ま
す

。

憇

以

上

、

お
せ

わ

課

寝

た
き

り

・
痴

ほ

う

性

老
人

短
期
入
所
…
家
族
（
介
護
人
）

が

、
旅

行

な

ど
一

時

的
に

介

護

ご意見
広報７月20日号で「敬老に関するご意見」を募集したと

ころ、たくさんのご意見が寄せられました。積極的なご意

見をお持ちの、３人のお年寄りの声を紹介します。

私
は
現
在
、
毎
日
の
よ
う
に

テ
レ

ビ
・
新
聞
・
雑
誌
を
見
て

一
日
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

長

寿
は

何

と
い

っ
て

も

栄

養
を
取
り
、
動
く
こ
と
が
第
一

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
間

は
生
物
で

あ
る
以
上
、
「
老
い
」

’
は
当
然
の
こ
と
で

す
。

忘
れ
っ
ぽ
い
、
目
が
見
え
に
く

‘
い
、
夜
は
何
回
も
ト
イ
レ
に
起
き

る
な
ど
生
理
的
な
現
象
は
、
決

し
て

病
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昔
か
ら
「
頭
は
生
き
て
い

る

う
ち
に
使
え
」
の
と
お
り
、
家

に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
て
は
、「
老

い
」

が
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

努
め
て
外
へ
出
て
、
多
く
の

年

寄
り
に

、
電

話
を
貸

し
て
い

ま

す
。
す
で

に

持

っ
て

い

る
人

に
は

、

通

話

料
と

基

本

料
金

を

助

成

す

る
と

と

も

に

、

電

話
に

よ

る

声

の

訪
問

を

行

っ
て

い

ま

す

。

乳
酸
菌
飲
料
の
配
布
…
電
話

を

受
け

る
こ

と

が
で

き

な
い

独

り

暮
ら

し

の

お

年
寄

り

の

自

宅

に
配

る
こ

と
に

よ

り

、

安

否
の

確

認
を

行

っ
て

い

ま

す

。

火
災
警
報
器
の
貸
与
…
独
り

暮
ら

し

の

お

年

寄
り

に

、

貸
し

て

い

ま

す

。

独
り
暮
ら
し
の
老
人
慰
安
…

孤
独

感

の

解

消
を

目

的
に

、
日

帰

り

旅

行

を

行

っ
て
い

ま

す
。

翹
一
以

上

、

な

が
い

き

課

ふ
れ
あ
い
会
食
会
…
独
り
暮

ら

し
で

七
十

歳

以

上
の

お

年
寄

り

を

対

象
に

会

食

会

を
行

っ
て

い

ま

す

。

圜

市

社
会

福

祉

協

議
会

｀
6
8－

0
5
0
3

番

訪

問

看
護

…

寝

た
き

り

の

お

年

寄

り

宅
へ

、

看

護

婦
が

主

治

友

達

を
つ

く

り

、

特
に

趣

味
の

分

野
で

頭
を

使

い

会

話
を

す

る

こ

と
で

す
。

「

頭
の

体

操

・

体
の

体

操

」
を

医
の

指
示
に
よ
り

、
定
期
的
に

訪
問
し
て
い
ま
す
。

圜
健
康
管
理
課
保
健
計
画

係

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
…
六
十

歳
以

上

の

方

が

自

由
に

利

用

で

き

る

社

交

場
で

、

常

盤

平
・

小

金

原

・

東

部
・

六

実

高

柳
・

矢

切

の

五
ヵ

所
あ

り

ま

す

。
中

に

は

浴

室
や

茶

室

、

広

間

な
ど

も

あ

り

ま
す

。

老
人
ホ
ー
ム
…
お
年
寄
り
の

事

情
や

状
態

に

よ

り

、
養

護

・

特

別

養
護

・

軽

費

・

有
料

の

各

老
人
ホ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

烈
以

上

、

な

が
い

き

課

生
き
が
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
…

六

十

歳
以

上

の
人

や

心

身
に

障

害

を
持

つ

人

に

、
働

く

機

会

を

提

供
し

、

生

き

が
い

を

確

保

す

る

た
め

の

施

設
で

す

。

烈

生
き

が
い

福

祉
事

業

団

容
8
4

－
3
1
9
1

番

す
れ

ば
、
気
分

が
す
っ
き
り
し

ま
す
。
こ
れ
が
長
生
き
の
も
と

で
す
。
皆
さ
ん
も
い
つ

ま
で
も

お
元
気
で
頑
張
り
圭
し

ょ
う
。

加
藤
　

栄
市
さ
ん

図
書
館
だ
よ
り

借

り
た

本

は
ど
の

館
で

も

返

せ
ま

す

市
立
図
書
館
で
は
、
９
月
１

日
か
ら
、
借
り
た
本
を
ど
の
館

の

窓
口
で

も
返
却
で

き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

人

形
劇

フ

ェ
ス
テ
ィ

バ

ル

1
1
月
2
3
日
・
2
4
日
に
開
催

「
国
民
文
化
祭
ち
ば
'
9
1
」
の
一

環
と
し
て
松
戸
で

開
催
さ
れ
る
、

人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
出

演
劇
団
が
決
ま
り
ま
し
た
。

県
外
か
ら
五
十
五
、
県
内
か

ら
四
十
一
の
劇
団
が
、
楽
し
い

出
し
物
を
持
ち
寄
っ
て

、
松
戸

に
集
合
し
ま
す
。

1
1月
2
3日
癆
、
市
民
会
館
で

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
で

は
、

富
浦
町
の
劇
団
「
貝
の
火
」
に
よ

る
房
総
の
民
話
「
竜
子
姫
物
語
」

人

形

劇

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

を

盛

り

上

げ

る

会

1
1
1
1

一
月
に

行

わ

れ

る
フ

ェ
ス
テ

″
バ
ル

の

運

営
に

参

加
し
て

い

た

だ
け

る
人

を

募

集
し

ま

す

。

1
0月
５
日
出
・
６
日
㈲

松
戸
ま
つ
り
の
出
店
募
集

バ

ザ

ー

ル

コ

ー

ナ

ー

内
容
…
商
店
な
ど
の
目
玉
商

品
の

販

売

対

象
…

市

内
の

商

工

晨

業
者

と
そ

の

団

体

私

の

趣

味

の

店

コ

ー

ナ

ー

内
容
…
市
民
の
趣
味
か
ら
生

ま
れ

た

作

品
の

販

売

対
象
…
市
民
と
そ
の
団
体

ふ

る

さ

と

県

人

会

コ

ー

ナ

ー

内
容
…
故
郷
の
特
産
品
・
名

産
品

の

販

売

対
象
…
市
民
に
よ
る
県
人
会

惠

９

月
1
0
日

吻

ま
で

（
日

曜

日

を

除

く
）

の

午

前
９

時

～

午

後

４

時
3
0
分

（
土

曜
日

は

午

前
1
1１１

休
館
中
や
夜
間
に
は
、
全
館

に
設
置
し
て

あ
る
返
却
ポ
ス
ト

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
県
立
や
他
市
の
図
書
館
の
本
、

Ｃ
Ｄ

、レ
コ
ー
ド
、
カ
セ

ッ
ト

は
、
貸
し
出
し

を
受
け
た
図

書
館
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い

。

黷
市

立
図
書
館
雲
6
5－
5
1
1

5
番

も
上
演
さ
れ
ま
す
。

人
形
劇
以

外
に
も
楽
し
い

催

し

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

鏖
市
立
図
書
館
奉
仕
第
二

係
四

5
5－
［
Ｄ
１
１
［
Ｄ
番

八王子車人形西川古柳座(特別公演)

説
明
会
日
時
…
９
月
1
4
日
出

午
後
１

時
3
0
分
～
３

時
3
0分

会
楊
…

市
民
劇
場

黷
鉗
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
四

4
4－

りＯ
Ｏ
ＱＪ
７

番

時
3
0分
ま
で
）
の
間
に

、
直
接

商
工

会
議
所
へ

※
他
人
の

名
義
で

の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ

ん
。

の
ど
自
慢
出
場
者
募
集

（
予
選
会
）

＼ 地区 日　時 会　　 場

歌

謡

の

部

本 庁 9/22日午後１時がら 松 戸 商 工 会 館

矢切
東部 9/22汨）午後２時から 矢 切 神 社 会 館

稔台
八柱 9/2SX日正午がら イトーヨーカ堂八柱店

常盤平
高木 ９／２２Ｓ午後１時かう

常盤平市民センター

馬 橋 9/IS 刪午後１時から 万 満 寺 境 内

栄 町 9/21 日）午後１時から 古ヶ崎市民センター

民

謡

の

部

全 市 9/22汨）午前10時がら
夭 切 神 社 会 館

類
松
戸
商
工
会
議
所

｀
6
4－
3

1
1
1

番

頭と体の体操を

（
八

十

八

歳

）

大
谷

口

施
設
の
ご
紹
介

敬老特集



あ
ふ
れ
る
若

い
や
さ
し
さ

心
身
が
不
自
由
な
お
年
寄
り

が
暮
ら
し
て
い
く
う
え
で
、
若

い
人
た
ち
の
支
え
が
大
き
な
力

に
な
り
ま
す
。

市
内
の
福
祉
施
設
で
も
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
、
善

意
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

市

社
会
福
祉
協
議
会
が
開
催

市長の窓

青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室

し
た
、
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

教
室
の
生
徒
が
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
南
花
園
」
を
訪
問
。

障
害
を
持
つ
お
年
寄
り
の
力

に
少
し
で

も
な
り
た
い
と
い
う
、

や
さ
し
い
心
の
若
い
人
た
ち
が

増
え
て
い
ま
す
。

次
に
紹
介
す
る
村
田

さ
ん
も
、

松
戸
市
は
、
以
前
か
ら
市

民
の
皆
さ
ん
の
善
意
に
よ
る

福
祉
の
御
寄
付
を
い
た
だ
い

た
と
き
は
、
こ
れ
を
毎
年
度

の
予
算
に
計
上
し
、
御
寄
付

の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
福
祉
関

係
充
実
の
た
め
の
費
用
と
し

て
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
。

し
か
し
私
は
、
松
戸
市
の

財
政
規
模
も
大
き
く
な
っ
て

き
た
こ
と
で
す
の
で

、
毎
年

い
た
だ
く
寄
付
金
を
、
毎
年

度
使
っ
て
し
ま
う
よ
り
は
、

経
常
的
と
も
い
え
る
福
祉
の

費
用
に
つ
い
て
は
、
極
力
市

の
財
政
力
の
な
か
で
賄
う
こ

と
と
し

、
寄
付
金
は
当
分
の

間
こ
れ
を
積
み
立
て
て
い
き
、

か
な
り
の
金
額
に
ま
と
ま
っ

また一つふれあいが生まれました

そ
ん
な
若
い
力
を
持
つ

一
人
で

す
。

て

か
ら

、
重
点
的
に

使
う
こ

と
に
し
た
方
が
、
よ

り
よ
い

の
で
は

な
い
か
と
考
え
、
昭

蠢
市

社
会
福
祉
協
議
会

｀
6
8－

0
5
0
.3
番

村田　佳代さん

母
に
勧
め
ら
れ
た
の
が
き
つ
か
け
で
、
こ
の
教
室

に
参
加
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

ふ
だ
ん

あ
ま
り
接
す
る
機
会
の
な
い
お
年
寄
り
や

障
害
の
あ
る
方
々
と
か
く
さ
ん
お
会
い
し
、
お
話
し

で
き
た
の
が
と
て
も
良
い
経
験
と
な
り
感
激
で
し
た
。

南
花
園
で
、
実
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
一
日
体
験

し
て
み
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、
お
年
寄
り
を
人
生
の

先
輩
と
し
て
敬
う
気
持
ち
を
、
大
切
に
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

和
五
十
七
年
に
松
戸
市
福
祉

基
金
条
例
を
制
定
い
た
し
ま

し
た
。

高福祉社会をめざして(昨年の福祉大会から)

以
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
善
意
の
御
寄
付
の
大
半

は

、
こ
の
福
祉
基
金
に
積
み

立
て
て

お
り
、
平
成
二
年
度

末
で
は
、
そ
の
累
計
額
が
金

利
を
含
め
一
億
八
千
百
十
七

敬老に関する
ありがとうございました

い
ろ
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

い
く
つ
か
の
例
を
あ
げ
ま

す
と
、

○
息
子
が
交
通
事
故
で
死
亡

し
た
が
、
息
子
の

供
養
の

た
め
、
交
通
事
故
に
あ
つ

福

祉

基

金

に

つ

い

て

万
円
に
も
な
り
、
平
成
三
年

度
末
に
は
二
億
円
を
超
え
る

こ
と
は
確
実
で

す
。
感
謝
の

外

あ
り
ま
せ

ん
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
へ

の
御
寄
付
の
動
機
は
、
い
ろ

た
家
庭
の
お
子
さ
ん
の
た

め
に
使
っ
て
欲
し
い

。

○
お
金
を
拾
っ
て

警
察
へ
届

け
た
が
、
時
機
が
き
て
返

還
さ
れ
た
の
で

、
福
祉
の

た
め
に

寄
付
し
た
い

。

殿
平
賀小金原の亀岡清二郎さん(81歳)か

ら寄せられた、お年寄りが幸せに

なるための10ヵ条の提言。

小

林
　
　

順

さ
ん

（

八
十

九
歳
）

私
は
今
年
九
十
歳
に

な
り
ま

す
が
、
老
人
会
で
演
歌
も
歌
え

ば
、
油
絵
も
描
く
。
今

年
は
英

会
話
で
も
習
お
う
か
と
、
現
在

張
り
切

っ
て
い

ま
す
。

老
人
は
、
老
い
た
と
考
え
ず

に

、
自
分
か
ら
積
極
的
に

社
会

に
飛
び
込
ん
で
い
く
こ

と
で
す
。

若
い
人
た
ち
も
老
人

扱
い
し

な
い
で

、
大
い
に
話
し
か
け
て

く
れ
る
こ

と
で
す
。

「
自
分

も
ま
だ
相
手
に
し
て

も
ら
え
る
な
」
と
思
う
心

が
、

老

人
を
勇
気
づ
け
ま
す
。

「
老
人
は
引

っ
込
ん
で
い
な

さ
い
」
と
ま
で
は
い

わ
れ
な
く

て
も
、
敬
遠
さ
れ
る
と
老
人
は

ま
す
ま
す
老
い
て
し
ま
い
ま
す
。

老
人
は
、
若
い
社
会
に
飛
び

込
ん
で
い
く
時
は
、
必
ず
笑
顔

で

朗
ら
か
に

若
者
に
接
す
る
こ

と
が
一
番
大
切
で
す
。

仏
頂
面
は
大
禁
物
。
し
か
め

っ
面
は
な
り
ま
せ
ん

。
み
ん
な

が
に
こ
や
か
に
接
す
れ

ば
、
自

ら
の
幸
せ
が
湧
い
て
き
ま
す
。

一
生
一
度
の
人

生
を
、
お
互

い
に
大
切
に
し
、
意
義
あ
る
も

の
に
し
ま
し
ょ
う
。

１， 健康でなけ ればならない

２， 好き嫌いなく何でも食べ，栄

養を取る

３， 朝早く，早足で１時間程度散

歩する

４，睡眠と休養 を十分に取る

５，小さなことでも，社会や家族

のため，１日１回奉仕する

６， 各人の趣味 を生かして，１日

を楽しく暮らす

７，頭を使って ボヶを防 ぐ

８， くよくよしないで明るく暮ら

す

９， 人生，上 を見ても下を見ても

切りがない。ほどほどに…

10， 良いと判断したら喜んで実行

し，悪いと思ったらすぐにや

める

○
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

の
お
世
話
を
し
て
い
た

が
、

そ
の
方
が
亡
く
な
り
、
親

族
の
方
か
ら
謝
礼
を
い
た

だ
い
た
の
で
、
そ
れ
を
老

人
福
祉
に

役
立
て
て

欲
し

し
た
か
ら
、
社
員
や
出
入
り

の

方
々

が

年
末

に

な
る
と

毎
年
福
祉
の
カ
ン
パ
を
し
て

い

る
か
ら
、
今
年
は
会
社
の

業
績
が
良
か
っ
た
か
ら
、
香

典
を
い
た
だ
い

た
が
、
そ
の

宮
間
満
寿
雄

い

。

等
々

、
頭
の
下

が
る
話
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
記
念

行

事
や
大
会
、
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
な
ど
で

福
祉
の
カ
ン

パ
を

一
部
を
福
祉
に
使
っ
て

欲
し

い
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

や
方
法
で
集
め
ら
れ
た

お
金

を
、
市
へ
持
参
し
て
下

さ
い

ま
す
。
そ
の

度
ご
と
に
、
福
祉
の

心
が
市
民
の
皆
さ
ん
の
間
に

定
着
し
つ
つ

あ
る
の
だ
と
、

実
感
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
善
意

の

御
寄
付
を
、
ど
の
よ
う
に

今
後
活
用
し
て
い
く

べ
き
か

、

私
は
目
下
思
案
し
て
お
り
ま

す
。積
立
金
が
二
億
円
に
も
な

れ

ば
、
そ
の
果
実
だ
け
で
も

か
な
り
の
額
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
を
手
当
な
ど
で

差
し
上

げ
る
の
が
よ
い
の
か
、
ど
う

い
う
方
々
を
対
象
と
す
れ
ば

よ
い
の
か
。

そ
れ
と
も
、
新
た

な
福
祉

施
設
の
整
備
に
基
金
を

重
点

的
に

充
て
た
方
が
よ
い
の
か
、

い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
る
昨
今

で

す
。

皆
さ
ま
は
ど
ち
ら
？

こ

ん
な
テ
レ

ビ
の
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
を

ご
記
憶
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

私
の
彼
は

歯
磨
き
剤
を
た
っ
ぷ
り
口

に

含
み
、
そ
の
清
涼
感
を
一

日
の
ス
タ
ー
ト
に
し
て
い

る

方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

歯
磨
き
剤
は
毎
日
習
慣
と

し
て
使
う
も
の
で
す
か
ら
、

そ
の
中
味
を
知
り
、
目
的
に

そ
っ
て
使
う
こ
と
が
大
切
で

す
。

中

味
は
何
？

歯
磨
き
剤
は
、
む
し
歯
や

歯
周
疾
患
予
防
の
補
助
と
し

て
の
作
用
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
約
五
〇
％

が
研
磨
剤
で

、

プ
ラ

ー
ク
（
歯
垢
）
を
取
り

除
き
ま
す
。
そ
の
他
、
発
泡

剤
・
香
料
・

特
殊
成
分
等
が

配
合
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
特
殊
成
分
と
は
、
歯

垢
の
付
着
防
止
・
歯
肉
の
健

康
増
進
・
口
臭
の
除
去
・
む

し
歯
の
抑
制
等
に
効
果
を
発

揮
す
る
、
薬
効
成
分
の
こ
と

で
す
。
特
に
、
む
し
歯
予
防
効
果

を
示
す
フ
ッ
素
入
り
歯
磨
き

剤
は
、
歯
に
フ
ッ
素
を
容
易

に
応
用
で

き
る
手
段
と
し
て

、

わ

が
国
で

も
普
及
し
始
め
て

い
ま
す
。

ど
れ
く

ら
い

つ
け

れ
ば
い

い
の
？

歯
磨
き
剤
の
開
発
が
め
ざ

ま
し
い
今
日
で
す
が
、
気
に

な
る
の
は
皆
さ
ん
の
使
用
量

で
す
。
大
盛
り
の

歯
磨
き
剤
を
口

に
入
れ
る
と
、三
十
秒
も
す
れ

ば
泡
だ
ら
け
で
、
す
ぐ
に
ゆ

す
ぐ
こ
と
に

な
る
は

ず
で
す
。

ミ
ン
ト
の
爽
快
感
に

満
足

し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

れ
で

は
歯
垢
は
取
り
除
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
大
量
の
研
磨
剤
が

必
要
以
上
に
歯
の
表
面

を
磨

き
、
小
さ
な
傷
が
た
く
さ
ん

残
り
、
本
来
の
輝
き
を
失
い

ま
す
。
さ
ら
に
親
の
ま
ね
を
し
た

い
幼
い
子

供
た
ち
に

は
、
歯

ブ
ラ
シ
で
遊

ば
せ
て

も
よ
し
、

歯
ブ
ラ
シ
を
使
う
こ

と
を
習

慣
づ
け
た
い
も
の
で

す
。

実
際
の
汚
れ
は
、
母

親
が

き
ち
ん
と
と

っ
て
あ
げ
て

ぼ

七
い
も
の
で
す
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

だ
け
ど

で
す

私
は

歯
を
大
切
に

笑
顔
で
元
気
に
積
極
的
に

五香六実



第５回
楽しく学ぼう成人学校第２期募集

松
戸
市
営
白
井
聖
地
公
園
を
公
募

普
通
墓
地
1
7
6
区
画
・
芝
生
墓
地
1
0
0
区
画

白
井
聖
地
公

園
は
、
印
旛
郡
白
井
町
に
建
設
中
の
、

緑
豊
か
な
野
山
に
囲
ま
れ
た
閑
静
な
墓
園
で
す
。

今
回
は
、
普
通
墓
地
百
七
十
六
区
画
・
芝
生
墓
地
百

区
画
を
募
集
し
ま
す
。

今

回

募

集
す

る
墓

地
の

内

訳

は

、

焼

骨

保

有
者

に

二
百

五

十

区

画

、

保

有
し

て

い

な
い

人

に

二

十

六

区

画
で

す
。

９

月
2
5
日

團

～
1
0
月

１
日

㈹

と
1
0
月
1
5
日

叫

人

１１一
月

８
日

窗

の

二

回

に

分
け

て

、
自

由

に

現

地

を
見

学
で

き

る

期
間

を

設
け

ま
し

た

（
１１
一
月
４

日

を
除

く

月

松
戸
市
ま
た
は
白
井
町
に
一

年
以
上
前
（
基
準
日

は
平
成
３

年
９

月
2
9日
）
に
住
民
登
録
し
、

す
で
に
白
井
聖
地
公
園
を
使
用

し
て
い
な
い
人

＼ 科　　 目 期　　 日 時　 間 会　 場 講　　 師 定員 教材費

昼

間

部

みんなで歩く歴史の道
火曜日コース

9/24～12/17の
隔週火曜日(フ回) 初日のみ

午前IC鈬iがら

初
日のみ
市民劇場

社会教育指導員
神尾 武男氏

各
30人 交

通 費
など実費

みんなで歩く歴史の道
木曜日コース

9/26～12/19の
隔週木曜日(フ回)

初
日のみ
勤労会館

ドレミフアから始める
女声コーラス

9/24～11/26の
毎週火曜日(IC廼)

・午前1〔跼
～正午

市民会館 ・

梶取 弘昌氏・
松戸女声合唱団の皆さん

20人 1.CKX)円

和菓子を作る 10/1 ～12/3の
隔週火曜日(６回) 午後２時

～４時

松戸粟子衛生組合
和菓子部有志

25人 2,5CX〕円

鎌倉彫入門 10/3～12/12の
毎週木曜日(10回)

鎌田 弘子氏・
鎌倉彫桂雅会の皆さん

20人 5,500円

ロ
ーマ字とＡＢＣ
一英語の手ほどき－

10/4～12/6の
ｍ週金曜日(10回)

午前1〔勦
～正午

北部小学校
講座室

国際親善クラブ
水口 弘子氏

25人 500円

生産の仕組みを知ろう
(県内工場見学)

9/19～11/28の
隔週木曜日(６回)

初日のみ
午前IC励がら

初
日のみ
市民劇場

各
20人

無　料

絞り染めの楽しみ 10/2～11/6の
ｍ週水曜日(６回) 午前1〔刄寺

～正午

小金原市民セン
ター

家事研究家
安達 静枝氏

500円

旅のプランニング 10/24～11/28の
笛週木曜日(５回)

市民劇場
交通公社トラペランド
増田 伊之氏

無　料

※
みんなで考える子育て
親子がイキイキするのは
どんな時？
(電話でのみ受付)

9/20鬯11/11 回
12/2回4 年1/20
囮） 午前９時30分

～正午

小金原体育館

生きる力（白梅短大・久保田浩氏）、家庭と
は？
住みやすい地原作りを
考える（バネルディス
カッション）､お父さん
元気出して 一

無　　 料

豪保育あり
(50円)

※矢切成人学校
(電話でのみ受付)

9/la昶
11/13伽

矢切公民館

２・３歳児の子育て
(八柱幼稚園・飯沼誠
氏)､元市川市教育セン
ター・横湯園子氏

夜

間

部

世界を学ぶⅢ
スペイン編

10/3～12/5の
隔週木曜日(５回)

午後６時30分

～８時30分

市民劇場ほか 拓殖大学助教授
中川功氏ほか

各
20人

1,000円

男の一品料理
(男性のみ)

9/27～11/29の
隔週金曜日(５回)

つぐ美学圜 つぐ美学園園長
木村 民恵氏ほか

2,5〔X)円

ペン習字入門 9/30～12/16の
隔週月曜日(６回)

勤労会館 書家 小林 陵
雲氏

松戸青年ペン習字
1，〔)00円

野外活動リ
ーダー研修

(千葉県ふれあいの道)
9/24～11/5の
粨週火巓日(フ回)

市民劇場
※実習有り

国際青少年交流協会
仁谷秀夫氏

5(X)円

着物着付け 10/2 ～12/4の
毎週水曜日(10回)

明市民センター 着付研究家
及川 幸子氏

5,3CX〕円

親子で楽しむ
天文教室

9/28～4年3/28の
吊目氛４土響日(フ回)

高木第二小学校 松戸天文サークル 30人 1，〔X)o円

対象…市内在住または在勤の16歳以上の人( 親子での参加も可)

匣]９月12日困必着で、往復ハガキに希望科目・住所・氏名・年齢・電話番号を記入し〒271

松戸市根本387－5松戸市教育委員会社会教育課成人教育係へ

※印の２科目については電話で社会教育課へ

( 定員を超えた科目は抽選となりますので、受講できない場合があります。定員に満たな

い科目は９月17日(火)から電話で受け付けます。

申

込

案

内

書

の

配

布

期
間
…
1
0
月
１
日
㈹
ま
工
閉

今回募集区画数と使用料・管理料

種　　　 別 区画 数 使 用 料 管 理 料

普通墓地(5㎡)

東 向き 93 468,000円

年額3,600 円

(５年度分

一括前納)

西向き 83 418,0〔)0円

芝生墓地(4㎡)

カロ ート 代金

含 む

東向き 50 368,000円

西向き 50 328,000円

’
日
時
…
９
月
2
9
日
聞
～
1
0
月

１
日

㈹
、
午
前
９

時
～
午
後
４

時
場
所
…
市
役
所
本
館
二
階
大

会
議
室
・
白
井
聖
地
公
園
管
理

事
務
所

※
重
複
申
し
込
み
は
、
無
効
と

な
り
ま
す
。
一
世
帯
一
区
画

に
限
り
ま
す
。

持
参
す
る
物
…

申
込
申
請
書

・
印
鑑
・
住
民
票
（
本
籍
・
住

所
・
氏
名
・
世
帯
主
・
続
柄
が

記
載
さ
れ
て
い
て
、
平
成
３

年

９

月
―
日
以
降
に
証
明
を
受
け

た
も
の
）

会
場
…
市
役
所
本
館
二
階
大

会

議
室

※

抽

選
の

結
果

は

、

後
日
（

ガ

キ
で

通

知
し

ま

す

。
駐

車

場

が
狹
い

の

で

、

車
で

の

来

場

は

ご
遠

慮
く

だ

さ

い

。
会

場

の

収

容
人

員

（
八

十
人

）

に

な
り

次

第
締

め

切

り

ま

す
。

交　通　機　関

日
時
…
Ｈ
月
2
2
日
窗
午
前
1
0

時
～

午
後
４

時

場
所
…
市
役
所
本
館
二
階
大

会
議
室

持
参
す
る
物
…
使
用
料
・
管

理
料
の

支
払
領
収
書
、
当
選
通

知
ハ
ガ
キ
、
身
分
を
証
明
で
き

る
も
の
（
保
険
証
な
ど
）
、
印
鑑

※
本
人
ま
た
は
家
族
以
外
に
は

交
付
し
ま
せ
ん
。

黷

白
井
聖
地
公
園
課

快
適
な
生
活
環
境
に

不
可
欠
な
下
水
道

快
適
な
生
活
環
境
を
守
り
、

住
み
よ
い
街
に
す
る
た
め
に
は
、

下
水
道
の
整
備
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
平
成
３

年
７
月
現
在
、
松

戸
市
の
下
水
道
普
及
率

は
四
三
・

一
％
で

、
う
ち
ト
イ
レ
の
水
洗

化

率
は
八
四
・
六
％
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
快

適
に
生
活
で

き
る
よ
う
に

、
下

水
道
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
。

供

用
（

処
理

）
区
域

は

一
日

も

早

く
下

水
道

へ
の

接
続

を

下
水
道
を
建
設
す
る
に
は
、

膨
大
な
費
用
と
長
い

期
間
を
必

要
と
し
ま

す
。
し
か
し
、
せ

っ

か
く
の
下

水
道
も
、
各
家
庭
が

利
用
し

な
け
れ
ば
、
生
活
環
境

は
良
く
な
り
ま
せ
ん
。

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な

っ
た
区
域
に
つ
い
て

は
、
三
年

以
内
に
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
を

水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
、
ま
だ
、

し
尿
浄
化
槽
も
廃
止
し
て

、
家

庭
雑
排
水
（
台
所
・
ふ
ろ

・
洗

濯

な
ど
の
排
水
）
と
共
に
直
接

下

水
道
に
接
続
す
る
こ
と
が
、下

水
道
法
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

改
造
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん

と
利
子
支
払
い
の
補
助

水
洗
ト
イ
レ
へ
の
改
造
工

事

や
排
水
工
事
の
費
用
は
、
各
家

庭
の
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
市

で
は
こ
の
資
金
の

借
り
入
れ
を
、

金
融
機
関
に
あ
っ
せ
ん
し
て
い

ま

す

（
浄

化

槽
の

場
合

二
十

五
万
円
以
内
、
く
み
取
り
式
ト

イ
レ
の
場
合
四

十
万
円
以
内
）
。

市
の

あ
っ
せ
ん
に
基
づ
く
借

入
利
子
に
つ
い
て

は
、
支
払
い

を
補
助
し
て
い
ま
す
の
で
、
年

利
一
・
二
％
の
負
担
で
利
用
で

き
ま
す
。

工

事
を
行
う
場
合
に
は
、
指

定
工
事
店
ま
た
は
市
役
所
下
水

道
部
施
設
課
普
及
係
に

ご
相
談

く
だ
さ
い
。

下
水
道
処
理
区
域
内
の
私
道
部

分
を
工

事
す
る
場
合
、
次
の
条

件
に
よ

っ
て
、
そ
の
費
用
の
全

額
を
市
が
負
担
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

①
幅
員
が
一

片
以
上
で

、
隣
接

す
る
家
屋

が
二
戸
以
上
あ
る

私
道
で
あ
る
こ
と

②
私
道
下
水
道
工
事
と
同
時
に
、

二
戸
以
上
の
家
屋
が
水
洗
ト

イ
レ
に

改
造
す
る
こ

と

③
受
益
者
負
担
金
を
滞
納
し
て

な
い
こ
と

④
下
水
道
を
使
用
で
き
る
区
域

に
な
っ
て

か
ら
三
年
以
内
で

あ
る
こ
と

お
気
軽
に

ご
相
談
を

私
道
下
水
道
敷
設
補
助

９
月
９
日
囲
～
1
1日
團
の

間
、

市
役
所
一
階
本
館
新
館
連
絡
通

路
で

、
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

下
水
道
の

普
及
を
図
る
た
め
、

黷
下

水
道
部
施
設
課
普
及
係

育
児
講
座
・
地
域
交
流
に
ご
参
加
を

▽
育
児
講
座
＝
子
育
て
中
の
母

親
を
対
象
に
、
親
子
で

遊
べ

る
遊

び
や
育
児
を
一
緒
に

考

え
て
い
き
ま
す
。

育児講座実施保育所

実施日 会　　　場 電　話

10/19出 二十世紀ヶ丘保育所 91－2200

11/7 困 八　柱　保　育　所 92－2955

10/29(火) 小 金 原 保 育 所 41－2叫3

11/8 刪 新松戸南部保育所 羽－0010

黷

表
中
の
各
保
育
所

広
報
ビ
デ
オ
を
放
映

▽
地
域
交
流
…
遊
び
や
行
事
な

と
を
通
し
て
、
保
育
所
の
子

ど
も
と
地
域
の
親
子
の
交
流

を
深
め
ま
す
。

地域交流実施保育所

実施日 会　　　場 電　話

10/5(士) 貝 の 花 保 育 所 44一〇〇20

10/5(土) 新 松戸 北保 育所 46－5161

11/28困 常 盤 平 保 育 所 87－6762

９
月
1
5日
㈲
正
午
か
ら

十
五

分
間

放
映
千
葉
テ
レ
ビ
放
送

（
Ｕ
Ｈ
Ｆ
４６
チ

ャ
ン
ネ
ル

）

内
容
松
戸
・
韓
国
・
中
国
三
力

国
の
中
学
生
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大

会
を
追

っ
た
作
品

頸

広
報
課

市

立

保
育
所

臨
時

保
母

・
非

常
勤

保
母
募

集

職
種

①
臨
時
保
母
（
産
休
・

育
休
代
替
、
有
資
格
者
）

②
非

常
勤
保
母
（
延
長
保
育
担
当
）

勤
務
時
間

①
午
前
８

時
3
0分
～

午
後
５

時
（
土
曜
日
は
午
後
０

時
3
0分
ま
で

）
②
午
前
８

時
～

９

時
と
午
後
４

時
～
６

時

ヱ

曜
日
は
正
午
～
午
後
３

時
）

※
勤
務
時
間
に
多
少
変
更
か
あ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

黷

保
育
所
課
保
育
指
導
係

ご
み
講
座
受
講
生
を
募
集

期　日 時間 内　　　　　容 会場

9/24(火)
午前
9時
～正
午

開校式・松戸市のご みの現状
婦人
会館
ほか

10/1(火) 資源化 一再利用について

８(火) 牛乳パックを再利用

15(火) 市清掃施設の見学

19山 まとめ｢ごみ減らしｼﾝ ﾎﾟｼﾞｳﾑ｣
市民
会館

対
象

十
八
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
の
人
　
定
員

三
十
人

圃

９
月
2
0日
溺

ま
で
に
、
直
接

窓
口
、
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所

・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
し
、
〒
ｍ
一
松
戸
市
根
本
三

八
七
―
五
松
戸
市
役
所

ご
み
を

減
ら

す
課
へ

千

葉
県

勤
労

者
美

術
展

1
0月
1
5日
㈹
～
2
0日
㈲
　
会

場

県
立
美
術
館
　
種
目

絵
画
・

書
・
写
真
　
対
象

県
内
在
住
・

在
勤
の
勤
労
者
　
搬
入
1
0
月
1
3

日
収

圜

県
商
工
労
働
部
労
政
課
｀
0

4
7
2
‐－
2
3－
2
7
4
3

番

9/10は

全国下水道

促進デー

申
し
込
み
で
き
る
人

曜
日
と
、
1
1月
５
日
㈹
は
、
休

園
し

ま
す
）
。

申
し
込
み
受
け
付
け

庁
日
は
除
く
〕

場
所
…

市
役
所
・
各
支
所
・

白
井
聖
地
公
園
管
理
事
務
所
・

白
井
町
役
場

抽
　
選

日

時
・：
1
0月
1
5日

次
午
前
1
0

時
か
ら

使
用
料
・
管
理
料

納
入
期
限
…
八
月
８
日
窗

※

当
選
者
に
は
納
入
通
知
書
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
ず
期

限
内
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

支
払
い
方
法
は
一
括
払
い
で

す
。
期
限
内
に

支
払
わ
れ
な

使
用
許
可
証
の
交
付

い
場
合
に
は
、
墓
地
使
用
の

権
利
を
失
い
ま
す
。

３
松
戸

駅

五
香
駅
西

口

平塚

管
理
事
務

所 管
理
事
務

所 管
理

事
務
所

神
々
廻
木
戸

神
々
廻
木

戸

白
井
駅

鎌
ヶ
谷
大

仏
駅

１
松
戸

２
松
戸

駅



消
防
局
で
は

、
応
急
手
当
を

市
民
に
指
導
す
る
「
救
急
指
導

員
」
を
、
1
0月
か
ら
各
消
防
署

に
配
置
し
ま
す
。

救

急
隊
や
医

師
が
事
故
発
生

現
場
な
ど
に
到
着
す
る
ま
で
の

間
に

、
適
切
な
応
急
手
当
を
す

る
こ
と
は
、
傷
病
者
の
救
命
に

か
な
り
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
事
故
発
生
現
場

な

ど
で
の
正
し
い

応
急
手
当
を
積

極
的
に
市
民
の

皆
さ
ん
に
覚
え

て

も
ら
お
う
と
、
指
導
員
の
配

置
を
行
う
も
の
で
す
。

応急手当は、いざという時役立ちます

町
（
自
治
）
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
を
中
心
に
計
画
的
な
指
導
を

行
っ
て
い

き
ま
す
が
、
希
望
者

に
も
随
時
、
指
導
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
各
消
防
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

※
修
得
し
た
応
急
手
当
の
程
度

に
応
じ
て

、
救
急
修
了

カ
ー

ド
を
発
行
し
ま
す
。

救
急
医
療
週
間
の
催
し
物
を
行

い
ま
す
。

救
急
ポ
ス
タ
ー
展
…
入
賞
者

は
、
最
優
秀
賁
＝

武
田
奈
津
子

（
栗
ヶ
沢
中
）
、
優
秀
賞
＝

谷

村
実
郎
・
山
崎
千
鶴
（
以
上
二

中
）
、
竹
中
宏
平

・
和
田
紀
子

（
以
上
常
盤
平
中
）
で
し
た
（
敬

称
略
）。

救
急
教
室
Ｅ

人
工
呼
吸
法
や

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
を
指

導
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
救
急
の
歴
史
展

・
救
急
ク
イ
ズ
・
医
療
相
談
所

・
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
な
ど
も

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
で

ご
来
場

く
だ
さ
い
。

蠢

消
防
局
救
急
防
災
課
四
6
3
1

1
1
1
1

内
線
９
冫
１
４

番

救急ポスター展最優秀賞

武田奈津子さん(栗ヶ沢中３年)

女性の講座参加者を募集
新松戸女性の講座｢今･自分を生きる｣ 小 金 原 女 性 の 講座｢ お ん な と私｣ 松 戸 女 性 の 講 座｢ 女 と男 の 現 在｣

期日 内　　 容 講　　　 師 期日 内　　 容 講　　　　師 期日 内　　 容 臈　　　 師

9/2肺 オリエンテーション - 9/ll村 オリエンテーション - 9/1鮪 オリエンテーション -

10/2
團

性別役割
一女らしさ・
男らしさＩ 「新しい家庭科Ｗｅ」

編集長
半田 たつ子氏

2肺
女らしさ・
男らしさ
は

つくられる
女性問題研究家
駒野 陽子氏 2翩 いま｢結婚｣を問いなおす

東京・強姦救護センター
アドバイザー

９困
性別役售1
－女らしさ・
男らしさII

10/3
困
いま、学校の
なかでは…

男女平等運動家
中嶋 里美氏

10/3
困
話し合い -

1肺 話し合い - IZ困
女の子、男の子をつ
くつていませんか？

話し合い 17困 ひとつの選択
一離婚 未定

2渊

女の自立を
阻害するものＩ
一主婦、田性は
どう作られるが

女性問題研究家
武田 京子氏

24困
主婦ということ
・妻ということ

パネル
ディスカッション

24哨 話し合い -

3卵

女の自立を
阻害するものII
一社会の中の
女性差別

女性問題研究家
駒野 陽子氏

31困 社会の中のわたし ｢ わいふ｣編集長
田中 喜美子氏

31附
買春
一男たちのホンネ

弁護士
福颶 瑞穂氏

11/6
團
産む自由・
産まない自由

中田　京氏 11/7
困
家庭の中のわたし 女性問題研究家

武田 京子氏
11/7
困
話し合い -

1謝 話し合い - 14伽
rわたし」について
考えよう

話し合い 14内
男たちのもう１つ
の顔
一実熊

女性の家・ＨＥＬＰ

ディレクター
松田 瑞穂氏

2肺
郡落問題を考えるI
〔16m〕

社会教育課職員 21困 障害者とともに
生きる 松戸養護学校教諭ほが 21困 レィプの神話

東京・強姦救援センター
スタッフ

27C扣 部落周題を考える11 専修大学教授
鐘ヶ江晴彦氏 2肺 部落問題とは何が〔16㎡〕

社会教育課職員 2鮪 部落問題を考える〔16mm〕社会教育課職員

12/4
團
商品化される性
と私

フリージャーナリスト
宮 淑子氏

12/5
附
被差別部落に
生きて

部落解放同盟千葉県連
吉川ﾌﾌｨ 氏

12/5
困
部落問題の現状

千葉県部落問題
啓発センター
鎌田 行平氏

11團 まとめ・話し合い - 12附 まとめ・話し合い - 12附 まとめ・話し合い -

〔時間〕午前1〔跼～正午
〔会場) 新松戸市民センター 会議室

〔時間〕午前ICX廼～正午
〔会場〕小金原体育館 会議室

(時周) 午後フ時～９時
〔会槝〕婦人会館 研修室(10/31は勤労会館)

定員…各講座とも先着30人

惠電話またはハガキで、希望講座を明記して、〒271松戸市根本３８７－５松戸市役所社会教育課青

少年婦人係へ

期日 内　　　容 開演時間

9/6 圀 民音劇場「影を慕いて」☆
14：00
18：30

８(日) チャリティ映画会「安心して老いるために」☆ 13:00

15(日) 苔山会尺八演奏会 12:00

2腑
松戸子ども劇場低学年部例会

「ザ・タイムスリップ」☆
18:00

21倒 第13回松戸シティフィルハーモニー定期演奏会　☆ 18:00

22旧） 則松　彰リサイタル☆ 18:30

28(力 ちいさなちいさな音楽会 オペラ「魔笛」☆ 16:30

29(日) 松戸民謡協会第15回民謡民舞大会 10:30

※月曜日は休館です。☆印のついている催し物は有料ですO

黷市民会館昔68－1237～9 番

期日 内　　　容 開演時間

９／７(土) 木内和栄ソプラノリサイタル☆ 15:00

８(日) ピアノ・エレクトーン発表会 13:30

12困 万葉集講座　☆ 10:00

13廊 講　演　会 10:0(〕

1紅 ）ピアノ発表会 15 : 00

15(日) ピアノ・ビクトロン発表会 10:00

恨水） カラオケコンテスト　 ☆ 18 : 30

2腟 講演会・カラオヶ発表会 10:00･13:00

21山 交通安全フェスティバル 9:00

22(日) 民謡発表会 10:00

2謝 ロックコンサート　 ☆ 18:00

2肛
本間祥公モダンバレーの世界　☆

18 : 00

29(日) 14 : 00

10/2 伽 フルートアンサンブル発表会　　　　　　　　　　 。 17:30

※月曜日は休館日です。☆印の催し物は有料です。

黷市民劇場昔68－0070番

期 間 ９月６日廁まで 9月ｱ日田 ～9月20日 廊 9月21日 出～10月4日 愬

東ギャ
ラリー

桐村　修

写 真 展

墨 松 会

水墨画展

和紙ちぎり絵の会

作　　 品　　 展

西ギャ
ラリー 照 美 会

水墨画展

安達　静枝

染色作品展

黯社会教育課成人教育係

期　間 内　　　　　容

９／８日～12附 第11回松戸市小中学校理科作品展

17(火)～22(日) 第19回松戸市婦人ブルーフ展

19休)～22(日) 第10回書研社展

24(火～29(日)
第９ロブループＫ展

第11回あすなろ会洋画展

10/4 刪～６(日) 第26回松戸市小中学生観光絵画展

休館日……月曜日・祝日・年末年始

開館時間…午前10時～午後６時(初日と最終日は変更もあります)

黯文化ホールき67－7810番

期　日 時　間 会　　　　　場

9/6 刪
午後３時

Ｓ

４時

東部スポーツパーク

11伽 図書館本館

12附 二十世紀が丘市民センター

20 八柱市民センター

でんわおはなしキャラバンけ レホンサービス)昔63→999 番

黯市立図書館a65 －5115番

交
通
…
中
央
本
線
茅
野
駅
か

ら

バ

ス
で
「
美

し

松
」
入

口
下

車

、

徒

歩

三
十

分

宿
泊
料
…
高
校
生
以
上
＝
八

百

円

、
小

・

中

学

生
＝

四

百

円

暖
房
費
…
1
0
月
～
翌
年
４
月

＝

一
人

二

百

円

※

食

事
は

出

前

が
あ

り

ま

す

。

匣

軽

井
沢

荘

・

白

槹

高
原

荘

と

も

利
用

日

の

１
ヵ

月

前
か

ら

一

週

間
前

ま
で

に

、
直

接

学

務

課

（
市

役
所

別

館

三

階
）
窓

口
へ

遺

児
手
当

の
申

請

を

対

象
病
死
・
交
通
事
故
な
ど

で
父
・
母
と
死
別
し
た
児
童
（
中

学
校
卒
業
ま
で

）
を
扶
養
し
て

い

る
人
　

申
請

に
必

要

な
物

印
鑑
・
本
籍
記
載
の
世
帯
全
員

の
住
民
票
・
遺
児
の
記
載
さ
れ

て
い
る

戸
籍
謄
本
・
申
請
者
名

義
の
金
融
機
関
（
郵
便
局
を
除

く
）
の
通
帳
の
表
紙
の
コ
ピ
ー

手
当
額
児
童
一
人
に
つ
き
月
額

五
千
円
（
片
親
と
死
別
）
・
九
千

五
百

円
（
両
親
と
死
別
）
　
受
付

期
間

随
時
（
申
請
の
翌
月
か
ら

支
給
）
　
支
給
月

年
三

回
（
４

月

・
８

月
・
1
2月
）

黷

援
護
課
援
護
係

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
学
校
名
・
学
年
・
希
望

教
室
名
（
一
人
一
教
室
）
を
記

入
し
て

、
〒
2
7
0松
戸
市
新
松
戸

南
ニ
ー
ニ
青
少
年
会
館
（
4
4

1
8
5
5
6

番
）
へ

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

＼教室名( 定員) 日　　　 時 費 用 講　　　 師

本

館

バドミントン

(30人) 9/29《日)と10/5 ～

11/9 の毎週土曜

日

午後２時30分

～４時30分
(バドミントンの

み午後3時～5時)

1,000円
松戸市ﾊﾄ゙ﾞﾐﾝﾄﾝ 協会

山本佐和子氏

囲　 碁
(20人)

1,500円
日 本棋院棋士
黒田 幸夫氏

オーブン陶芸

(20人)
2,500円

陶芸研究家

石川　恭代氏

魔法の一本針

(20人)
1,50O円

手編み研究家

安達　昌子氏

バイオリン

(20人･楽器持参)
9/29 ～11/10の毎

週日曜日

午前９時30分

～11時30分

(版画のみ千後１
時～３時)

1,500円
武蔵野音大卒

’弓削 聖子氏

いけぱな

(20人)
3,500円

松戸市華道協会

飯箸 翠峰氏

版　 画

(20人)
1加O 円

日 本孔版作家連盟

遠山喜栄蔵氏

樋
野
口
分

館

いけばな

(20人)
9/28 ～11/9 の毎
週土曜日

午後２時30分

～４時30分

3,800円
松戸市華道協会

落合登志子氏

籐 手 芸
(20人)

2,000円
籐手芸研究家
若林 敏恵氏

おはなしキャラバン入場無料・3～9最くらいが対象

文化ホールギャラリー

松戸駅市民ギャラリー

市 民 劇 場

市 民 会 館

趣
味

を

増
や

そ
う

青

少
年

教
室

対
象
…
市
内
在
住
・
在
学
の

青
少

年
（
小
学
三
年
生
以
占

で
初
心
者

惠
９
月
1
9日
困
必
着
で

、
往
復

交
通
…
信
越
本
線
軽
井
沢
駅

か

ら

バ
ス
で
「
軽

井

沢

高

校

前
」

下

車

、
徒

歩

二

十
分

宿
泊
料
…
高
校
生
以
上
二
百

円

、
小

・

中

学

生
＝

百

円

暖
房
費
…
1
0
月
～
翌
年
４
月

＝

一
人

五

十

円

※

食
事

は

外

食

だ
け

で

す

。

〈
軽

井

沢

荘

〉

市
の
林
間
学
園
施
設
、
軽
井

沢
荘
と
白
樺
高
原
荘
を
９

月
2
1

日
出
か
ら
翌
年
５
月
初
旬
ま
で

閧
放
し
ま
す
。

〈

白

樺

高

原

荘
〉

林
間
学
園

軽

井

沢

荘

白
樺
高
原
荘

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

救
急
医
療
週
間
の
催
し
物

９
月
６
日
窗
～
一
日
㈹
の
間
、

西

友

常
盤

平

店

三

階

催

事
場

で

応
急
手
当
を
身
に
つ
け
よ
う

救
急
指
導
員
を
配
置



秋
の
青
年
講
座

講 座 名 日　　 時 会場 講　 師 対象 定員 教 材 贄

失敗しないための

｢写真教室｣

9/24、10/1 ・15・29、

11/19・26の各火曜日

{ 撮影会11/1(x日)

展示会12/3 ㈲～8 旧)

千後７時～９時

婦

人

会

館

フォトグラファー

青柳 昌宏氏

16～

35歳

の

男女

先着

20人

5{〕O円

(フィル

ム代除く)

手作りインテリア

籘 工 芸

9/19～12/5の毎週木鼈日

全10回

〔10/10伽､11/14困を除く〕

午後７時～９時

(作品は６点)

市

民

劇

場

松戸籐工芸サークル

友の会

高嶋美枝子氏

先着

15人 7,500円

ｅｎＪｏｙ

クッキーing

（手作りクッキーと

ケーキの講習会）

9/24～11/26の毎週火曜日

全10回

午後７時～９時

市

民

会

館

お粟子の会

植本愉利子氏

先着

20人
5,000円

匣

電
話
で
社
会
教
育
課
青
少
年
婦
人
係
へ

青
年
講
座
「
ボ
ク
ら
の
時
代
・
ボ
ク
ら
の
結
婚
」

期 日 内　 容 講師･助言者

9/20S
オリエンテー
ション -

27瀏
結婚を取り巻
く状況

日本青年館結婚相談所相談員

三宅襟子氏

10/4鬯
わたしたちの
結婚は？

松戸市民劇団
団長
石上瑠美子氏

11咄
男の家事・
女の仕事

林田 悟氏

22図

これからの
カップル

弁護士

福島瑞穂氏

11/1鬯
松戸市民劇団
団長
石上瑠美子氏

８吻
あらためて
結婚を考える

社会教育課
職員

1箍 まとめ
松戸市民劇団
団長
石上瑠美子氏

時
間
午
後
７
時
～
９

時
　
会
場
婦
人
会
館
研
修
室
　
対

象
十

六
歳
～
三
十
歳
の
青
年
男
女
　

定
員
先
着
二
十
人

恵
電
話
で

社
会
教
育
課
青
少
年
婦
人
係
へ

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。

人口と世帯

(
)
は
前
月
比

Ｏ人口　458,843人　　（十187）

男　233,478人　　（十129）

女　225,365人　　（＋ 58）

Ｏ世帯　164,390　　　（＋301）

ト

レ
ー
ニ

ン

グ
機

器
操

作
講

習
会９
月
1
4日
出
午
後
１

時
3
0分

～
３

時
3
0分
　

会
場
青
少

年
会

館
樋
野
口
分
館
　

費
用

無
料

対
象
高
校
生
以
上
の
男
女
（
三

十
歳
未
満
の
青
少
年
を
優
先
）

定
員
先
着
二
十
人

圉
電
話
で

青
少
年
会
館
本
館

｀

4
4－
8
5
5
6

番
へ

療
育

相
談

９

月
1
2日
團
午
後
１
時
～
１

時
3
0
分

の

間

に

受

け

付

け

会
場
松
戸
保
健
所
　
費
用
無
料

圉
電
話
で
松
戸
保
健
所
保
健
指

導
課｛
1
6
1－
2
1
2
1

番
へ

「
慢

性
肝

炎
」
医

療

相
談

会

９
月
８
日
㈲
午
後
１
時
～
４

時
　

会
場

婦
人
会
館
　
費
用
無

料圜
千
葉
肝
臓
友
の
会
松
戸
地
区

・
渡
辺

一`
6
6
1
2
7
7
6
番

麻
し
ん
単
独
・
Ｍ
Ｍ
Ｒ
の
問

診
票
が
変
わ
り
「
保
護
者
の

押
印
」
が
必
要
に
な
り
ま
し

た

楽

し

い
ク

ッ
キ

ン
グ
教

室

日

時
下

表
参
照
　
対
象
六
十

歳
以
上
の
男
女
・

先
着
二
十
五

人

内
容

お
話
と
「
簡
単
に
出

来
る
お
総
菜
」
の
調
理
実
習

匣
電
話
で
、
1
8
日
・
1
9
日
実
施

分
＝

健
康
管
理
課
松
戸
方
面
保

健
室
、
2
0日

実
施
分
＝
健
康
管

理
課
常
盤
平
方
面
保
健
室
（｛
1

8
4－
1
3
3
3

番
｝
へ

三
歳
児

健
康

診
査

健
診
日
９
月
1
0日
・
1
7日
・

2
4日
の
各
火

曜
日
　

会
場
松
戸

保
健
所
　

対
象
昭
和
6
3年
５
月

１
日
～
3
1日

生
ま
れ
の
幼
児

※
対
象
の
幼
児
に
は
、
健
康
診

査
票
を
送
り
ま
す
。
診
査
票

が
届
か
な
い
場
合
は
ハ
ガ
キ

に
住
所
・
電
話
番
号
・
幼
児
氏

名
と
生
年
月
日
・
保
護

者
氏

名
・
転
入
月
日

を
記
入
し
て

、

〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本
七
松
戸

保
健
所
三
歳
児
健
診
係
へ

蠢
松
戸
保
健
所
保
健
指
導

係

6
1
1
n乙１
ら乙
１

番

愛
の
献
血

現
在
、
麻
し

ん
単
独
・
Ｍ
Ｍ

Ｒ

（
麻
し
ん
・
お
た
ふ
く
か
ぜ

・
風
し
ん
混
合
）
の
問
診
票

を

お
持
ち
の
人
は
、
押
印
す
る
欄

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
委
託
医

療
機
関
で

新
し
い
問
診
票
に
差

し
替
え
て

受
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
に
は

、
保
護
者
の
押

印

が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で

、

印

鑑
を
忘
れ
ず
に

ご
持
参
く
だ

さ
い
。

※
こ
れ
か
ら
の
接
種
対
象
者
（
生

後
十
八
ヵ
月
～
七
十
二
ヵ
月

未
満
）
に
は
、
保
護
者
の
押

印
欄
の

あ
る
回
診
票
を
お
送

り
し
ま

す
。

問
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

期　　 日 場　 所 時　　　 間 主　催

９／７(土) 松 戸 駅 東 口
午前10時～11時30分

と午後１時～４時
松 戸 市

16(月〉 西友常盤平店 前 午前10時～午後４時
松戸中央ラ イ

オン ズクラブ

17(火) 松 戸 駅 東 口
午前10時～11時30分

と午後1 時～４時
松 戸 市

黷
健
康
管
理
課
業
務
係

期 日 9/18 團 19内 20廁

会 場 馬橋市民センター 市民 会館 六実市民センター

時 間 午前10時～ 午後１ 時

演

劇
の

た

め
の
舞

台

照
明

（
初
級

）
研

修
会

９
月
2
9日

㈲
　
会
揚
流
山
青

年
の
家
　

費
用
八
百
円

類
流
山
青
年
の
家
四
〇
４
７
１

－
5
9－
2
0
0
4

番

市

民
講

座
「
百
人
一
首
と
狂

歌
」

９

月
2
6日
閑
午
前
1
0時
～
正

午
　
会
揚
市
民
劇
場
　

費
用
無

料
　

講
師
東
洋
大
学
長
・
神
作

光
一
氏
　

定
員
先
着
六
十
人

匣
電
話
で
市

立
図
書
館
四
6
5－

Ｒ
￥
上
１
［
Ｄ
番
へ

保

健

衛

生

急
性
灰
白
髄
炎
（
ポ
リ
オ
）
予
防
接
種

急
性

灰

白

髄

炎
（

ポ
リ

オ
）
予

防

接
種

を

、

左
記

日

程

表
の

と

お

り
実

施
し

ま
す

。

申

し

込

み

を

す

る
人
二

回

飲

み

終
え

て
い

な
い

四

歳

未
満

で

問

診
票

を

持

っ
て

い

な
い

人

申

し
込

ま
な

く

て
よ

い
人

平

成
２

年
1
2
月
１

日

～
３

年
６

月

3
0日

生
ま

れ

の
人

で

、
７

月

末

ま
で

に

住

民

登

録
を

し
て

い

る

人
に
は
今
月
中
に
通
知
し
ま
す
。

※
以

前

の

問

診
票

を

持

っ
て

い

る
人
は
、
そ
れ
を
使
っ
て
早

め

に

受
け

て

く
だ

さ
い

。

平

成

３

年
７

月
１

日

Å

１１一
月

3
0日

生
ま
れ
の
人
に
は
、
４

年
２
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

蠢
保
健
衛
生
課
予

防
衛
生
係

会　　 場 期　　　 日 時　間

衛　 生　 会　 館 改修工事 12/20 瀏 午後1時
15分～
午後2時
30分

松飛台市民センタ ー 10/8( 刈 12/16( 月)

小 金北市民センタ ー 10/7( 月) 12/11 困

東 部 市 民 セ ン タ ー 10/11 刪 12/13 宙

馬橋東市民センタ ー 10/15( 火) 12/10( 火)

健 康 増 進 セ ン タ ー 10/15( 火) 12/1 悁く）

常盤平市民センタ ー 10/3 困 12/11 冰）

明 市 民 セ ン タ ー 10/3 困 12/6 圀

古ヶ 崎市民センタ ー 10/11 應 12/13 圀

稔 台 市 民 セ ン タ ー 10/9 團 12/5 困

小 金原市民センタ ー 10/4 圀 12/12 内

新松戸市民センタ ー 10/16( 水) 12/10( 火)

小 金 市 民 セ ンタ ー 10/7( 月) 12/9( 月)

常盤平 市民センタ ー 10/22( 刈 12/19 困

馬 橋 市 民 セ ンタ ー 10/18 愬 12/18 冰）

六実市民センター別館 10/14( 月) 12/9( 月)

二十世紀が丘市民ｾﾝﾀｰ 10/18 刪 12/16( 月)

※五香市民センターは改修工事中のため､行いません。

レ

デ

ィ

ー

ス

ア

カ

デ

ミ

ー

講

座
９

月
2
0
日
工
1
1
1
1

一
月
2
2
日

の

毎

週

金

曜
日
（
全

十

回

）
、

午

後
１

時

～
４

時
　

会

場
聖

徳

大

学

内
容
①
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
②

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
対
象

二

十
歳

以

上
の

女

性
各

四

十
人

惠
９

月
1
0
日

㈹

〔

消
印

有

効

〕

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
氏

名
・
年
齢
・
住

所

・

電
話

番

号

を

記

入
し

て

、

〒
2
7
1松

戸

市

相

模

台

五
三

一
聖

徳

大

学
事

務

局
レ

デ
ィ
ー
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
係
（
・
1

6
5－
1
1
1
1

番
）

へ

Ｈ

Ｒ
松

戸
話

し
方

教
室

９
月
1
0
日
～
1
0
月
2
9
日
の
毎

週
火
曜
日

、
午
後
６

時
3
0分
～

８

時
5
0分
　

会
場
明
市
民
セ
ン

タ
ー
、
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
六
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代

を

含
む
）

黯
Ｈ
Ｒ

松
戸
話
し
方
研
究
会
・

田
村
｛
1
4
5－
8
1
5
0

番

松戸飛行場
中央航空機乗員養成所

気

功

講

習
会

９
月
1
8
日
～
1
0
月
９
日
の
各

水
曜

日
（
前
期

）
と
1
0
月
2
4
日

～

１１
一
月
1
4
日

の

各
木

曜
日
（
後
期

）
、

午

前
1
0
時
～

正

午
　

会

場

勤

労

会

館
　

対

象

市

民

三

十
五

人

費

用

三
千

五

百

円

圉
往
復
ハ
ガ
キ
に
前
後
期
の
別
・

住

所

・
氏

名

・

年

齢

・
電

話

番

号

を

記
入

し

、

〒
2
7
0松

戸

市
牧

の
原

公

団

住

宅

▽

九

∧

○
六

常

盤
平

気

功

会

・
鈴

木

弘

子
へ

青

年
の

た
め

の
社

交
ダ

ン

ス

初
心
者

講
習

会

９
月
1
7日
～
1
0月
８
日
の
毎

週
火
曜
日
（
全
四
回
）
、
午
後
７

時
～
９

時
　
会
揚
常
盤
平
市
民

セ

ン
タ
ー
　
対
象
十
八
歳
上

二

十

歳
の
男
女
　

費
用
無
料
　

内

容
ジ
ル
バ
・
マ
ン
ボ

蠢
松
戸
青
年
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
・
本
間
・
1
4
3
j
0
4
7
9

番

食
生
活
講
座

期　日 時　　　 間 内　　　　　 容

9/10( 火) 午前10時～正午 健康と 食生活につい て

17(火)

午前10時

～ 午後１時30分

あなたの食事量は大丈夫？

(調理実習) 主婦の一 食分

24(火)
カルシウ ム、十分とっ てい ますか？

(調理実習) カルシウム の多い 食品を使って

10/1( 火)
楽しい 食事作り 、心かけ てい ますか？

(調理実習) 手作り スピ ード 料理

会
場
市
民
会
館
　
費
用
七
百

円
（
材
料
費
）

兩
電
話
で

健
康
管
理
課
松
戸
方

面
保
健
室
へ

松

戸
飛

行

場
（

昭

和
１８

年
）
＝

塚

本

健

次

郎

さ
ん

提

供

ご
利

用

く
だ

さ

い
　

松

戸
パ

ー
ト

バ

ン
ク
（
求
人

・
求

職
）

場
所
松
戸

ビ
ル

九
階
（
松
戸

駅
西
口
）
　
　テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
（
求
人
情
報
）
・
1
6
3
－
8
1

0
1
番

固

松
戸
パ
ー
ト
バ
ン

ク
四
6
7－

8
8
0
0

番

無
料
調

停

相
談

所

９
月
2
0日

倒
午
前
1
0時
～

午

後
３

時
　
会
場
市
民
会
館
　
内

容
各
種
法
律
相
談
な
ど

蠢
千
葉
家
庭
裁
判
所
松
戸

支
部

｛
1
6
8－
5
1
4
1

番

松
戸

商

工
会
議

所

な
ん
で

も

相
談９

月
８
日
㈲
午
前
1
0時
～
午

後
３

時
　

会
場
伊
勢
丹
松
戸
店

十
一
階
　

相
談
内
容
法
律
・
税

金
・

年
金
・
不
動
産
売
買
・
教

育
そ
の
他

圜
松
戸
商
工

会
議
所
四
6
4
1
3

1
1
1

番

広大な山林原野だった五香六実・串崎に逓信省航空局所管の中央

航空機乗員養成所の施設と飛行場が完成したのは、昭和15年６月の

ことでした。折からの労働者不足のため、工事には県下の中学生な

ども動員されたということです。

この養成所は民間パイロット養成を目指したもので、優秀なパイ

ロットがここから多数輩出しています。また東京にも近いことから、

有事の際の軍事的な防空基地としても考えられていたようで､事実、

戦争末期には特攻基地や補助航空基地として利用されました。

現在この養成所のあった周りは、陸上自衛隊松戸駐屯地、松飛台

工業団地や住宅に変わっています。

講
座
・
講
演

(８月１日現在)

ハ
ガ
キ
申
し
込
み
要
領

まつど

今昔

写真館



情報
松
戸

子
ど
も

劇

場
低

学
年

部

例
会９
月
2
0日

窗
午
後
５

時
3
0分

開
場
、
午
後
６
時
開
演
　

会
揚

市
民
会
館
　

費
用
三
千
円
　

内

容
舞
台
劇
「
ザ
・
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
」
　
（
冒
険
舎
）

黷
松
戸
子

ど
も
劇
場

｀
6
1－
1

6
0
6
番

親

子

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

1
0月
５

日

出

・
６

日

聡

二

泊
二
日
〕
　
　
会
場
流
山
青
年
の

家

費
用

二

千

円

残

流

山
青

年
の

家

・
東

｀
0
4

7
1
－
5
9
－
2
0
0
4

番

婦

人

グ

ル

ー

プ

展
（

作

品

展

）

９

月
1
7日

㈹
よ
（
一
日

㈲

、

午

前
1
0
時
～

午

後
６

時

（
1
7日

は

午

後
１

時

か

ら

、
2
2
日

は

午

後

５
時
ま
で
）
　
　
会
場
文
化
ホ
ー

ル
　

費
用

無

料

茴

社
会

教

育

課
市

民

文

化

係

松

戸
史

談
会

・
上

本
郷

の
七

不

思
議

め
ぐ

り

９
月
1
5日

倪
〔
雨
天
の
場
合

は
2
2日
㈲
〕
、
午
後
１

時
北
松
戸

駅
東
口
集
合
　
費
用
三
百
円

内
容
風
早
神
社
ほ
か
徒
歩
で
約

二
・
五
冫

、二
時
間
三
十
分
程
度

圜
神
尾

｀
4
1－
2
4
5
8

番

金
ヶ
作
公
園
で

矢
切

公
民

館
サ

ロ
ン
コ

ン

サ

９
月
1
7日
㈹
午
後
Ｏ

時
1
5分

～
Ｏ
時
4
5分
　

会
揚
総
合
福
祉

会
館
一
階
ロ
ビ
ー
　
出
演
矢
切

女
声
合
唱
団

内
容
「
故

郷
」

ほ
か
五
曲
　

費
用
無
料

蠢
矢
切
公
民
館
｀
6
8
j
1
2
1

4
番

野
鳥

観
察
会
「
大
井

野
鳥
公
園
」

９
月
８
日
㈲
午
前
８
時
松
戸

駅
東
ロ
デ
ッ
キ
上
集
合
、
午
後

１

時
現
地
解
散
予
定
　
内
容
冬

羽
の
シ
ギ
・
チ
ド
リ
ほ
か
　
費

用
無
料
（
交
通
費
は
自
己
負
担
）

持
ち
物
筆
記
具
・
昼
食
な
ど

惠
当
日

集
合
場
所
で

黷
公
園
緑
地
課
小
鳥
を
呼
ぶ
係

い

ぶ
き
の

広

場

チ

ャ
リ

テ

ィ

ー

バ

ザ

ー

９

月
2
9
日

㈲

午

前
1
1
時

～

午

後

２

時
　

会

場
い

ぶ

き

の

広

場

（
五
香

六

実

二
四

六

上

＝
、

新

京

成
元

山

駅

か
ら

徒

歩

十

分
）

※
衣
類
（
新

品
に

類
す

る
も
の

）・

台

所
用

品

・
雑

貨

・

贈
答

品

な
ど

の

提

供
を

お

願
い

し

ま

す
。

連

絡

を
く

だ

さ

れ

ば
、

伺
い

ま

す

。

懇

い

ぶ

き
の

広
場

四
8
9－
1
0

1
0

番

青
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'
9
1

９

月
2
9日
㈲
午
前
1
0時
～
午

後
４

時
　

会
場
常
盤
平
体
育
館

ほ
か
　

内
容
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

と
ゲ
ー
ム
大
会
　
対
象
十
六
歳

～
三
十
歳
の
人
　
費
用
五
百
円

（
昼
食
代
・
保
険
料
を
含
む
）

匣
電
話
で
、
松
戸
市
青
年
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務

局
（
社
会
教
育
課
内
）
へ

ボ
リ

ビ
ア

の
フ

ォ
ル

ク

ロ
ー

レ
「
グ
ル
ー
ポ
・
ア
イ
マ
ラ
」

1
0月
2
4日
困

午
後
６

時
3
0分

開
演
　

会
揚
市
民
劇
場
　

費
用

三
千
八
百
円

蠢
田

瀬
｀
4
4－
7
1
1
9

番

実

践

倫

理

普

及

講

演

会

９

月
1
3
日

窗

午

前
1
0
時
工

１１一

時
3
0
分
　

会

場

市

民

劇

場
　

費

用

無

料

熈

高
野

四
6
3－
0
3
7
3

番

松
戸

シ
テ

ィ

フ
ィ

ル
定
期

演

奏

会９
月
2
1日
出
午
後
５

時
3
0分

開
場
　

会
場
市
民
会
館
　

費
用

前
売
り
八
百
円

、
当
日
券
千
円

内
容
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
フ
ィ
ガ

ロ
の
結
婚
」
序
曲
ほ
か

蠢
桑
原

｀
4
3－
9
3
9
0

番

囲
碁

大

会

９
月
1
5日

㈲
午
前
９

時
3
0分

受
け
付
け
　

会
場
松
飛
台
市
民

セ
ン
タ
ー

費
用
千
五
百
円
（
女

性
千
円
・
昼
食
代
含
む
）

兩
９

月
1
0日
吻
ま
で
に

、
電
話

で
松
飛
台
囲
碁
ク
ラ

ブ
・
山
田

云
8
7
1
5
9
3
8
番
へ

小
金

原
老

人

福
祉
セ

ン

タ

ー

ク
ラ

ブ
展

覧
会

（
翠

墨
会

書

道
展

）

９
月
1
4日
出
～
1
6日
側
、
午

前
９

時
～
午
後
５

時
　
会
場
小

金
原
市
民
セ
ン

タ
ー

黷
小
金
原
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー

・
1
4
4
－
8
2
7
0

番

ダ

ン
ス
パ

ー
テ

ィ

９

月
2
2日
㈲
午
後
６
時
～
８

時
4
5分
　

会
揚
新
松
戸
市
民
セ

ン
タ
ー
　
費
用
千
円

残
勤
労
ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル
日
曜

会
・

岩
佐
・
紡
一
J
6
9
1
6

番

障
害
者
に
理
解
を

心
の
ふ
れ
合
い
を

大
切
に

楽

々
バ
ラ
ン
ス

メ
ニ
ュ

ー
教
室

会
揚
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー

対
象
市
内
在

住
・
在
勤
の
人
で

当
セ
ン
タ
ー
の
医
学
的
検
査
を

一

年
以

内
に

受

診
し

た
人

費
用
材
料
費

毎
回
四
百
円
　

定

員
四
十
人

催
し

物レスリング

家

庭

婦
人
卓

球
大

会

９
月
2
5日

次
午
前
９

時
か
ら

会
場
運
動
公
園
体
育
館
　
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
家
庭
婦
人

費
用
一
人
四
百
円
　

内
容
ラ
ン

ク
別
個
人
戦

匣
９

月
1
8日
次
午
前
1
0時
か
ら

運
動
公
園
会
議
室
で
行
う
抽
選

会
議
で

受
け
付
け

蠢
松
戸
市
卓
球
協
会
・
西
村

｀

4
5－

Ｏ
（
Ｕ
只
）（
Ｘ
）番

な

ぎ

な

た

教

室

９

月
1
3
日

～
１１
一
月
1
5
日

の

毎

週

金

曜
日

、

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

運

動
公

園

剣

道
場
　

対

象

市

民
　

費
用

八

百
円

兩

電
話
で

、
松

戸
市

な
ぎ

な
た
連

盟
・
野

口
・
1
4
5
－
0
4
1
0

番
へ

ラ
ー

ジ
ボ

ー
ル
卓

球
教

室

９

月
８
日
～
2
2日
の

毎
週
日

曜
日
、
午
前
９
時
～
正

午
　
会

場

常
盤
平
第
一
小
学
校
　
対
象

市
民

費
用

無
料

圉
当
日
会
場
で

残
体
育
指
導
委
員
・
小
暮
四
8
7

－
7
1
1
7

番

親

子

体

操

教

室

９

月
2
8
日

～
1
2
月
７

日

の

毎

週

土

曜
日

、

午

前
1
0
時

～

正
午

会

場

運

動
公

園

小

体
育

室
　

対

象
市

内
在

住

の
三

歳
児

と

親
・

先

着
三

十

組
　

費

用
無

料

匣

９

月

１１
一
日

困

午
前
９

時
か

ら

直
接

ス

ポ

ー

ツ

課
窓

口

（
・
1
6
3

－
9
2
4
1

番
）

へ

秋 コ ー ス ヘルシー旧 鵈 〕キロカロリーのシンプル粫理

日　　 時 内　　　容

9/19 困

午前1
0時～
午後1
時

カルシウム、十分に

とれていますか？

10/17内
油使わず、ローカロ
リーメニユー

11/21C判
今より２点減らして

ダイエット！

惠
電
話
で
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

｛
1
6
5－
5
5
8
8

番
・
6
8－
1

8
1
4

番
へ

市
民

ア

ー
チ

ェ

リ

ー
大
会

９

月
1
5日
吩
午
前
９

時
1
5分

受
け
付
け
　

会
揚
葛
飾
区
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
　
対
象
経

験
者
　

費
用
一
般
二
千
五
百
円

高
校
生
千
五
百
円
（
昼
食
付
言

匣
９
月
1
0日

㈹
ま
で
に
、
電
話

で
松
戸
市
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
協
会

・
浜
辺
｛
1
4
2
－
4
7
0
6

番
へ

（
午
後
７

時
～
1
0時
）

ス
ポ
ー
ツ

秋
季
市

民

ソ

フ
ト

ボ
ー
ル
大

会
９

月
2
9日
工

…一
月
2
7日
の
毎

週
日
曜
日
会
場
古
ヶ
崎
グ
ラ

ウ
ン
ド
　
対
象

市
内
在
住
・
在

勤
者
で

編
成
さ
れ
た
チ

ー
ム

費
用

一
チ

ー
ム
男
子
五
千
円
・

女
子
三
千
円

惠
９
月
2
1日
出
午
後
６

時
3
0分

か
ら
運
動
公
園
会
議
室
で
行
う

代
表
者
会
議
で

蠢
松
戸
市
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
・

永
野
・
1
6
4
－
8
4
4
1

番

松
戸
山
の
会
・
市
民
バ
ス
ハ

イ

キ

ン

グ

1
0月

６
日

㈲

〔
前

夜

発
日

帰

り
〕
　

行

き
先

会

津

・

磐
梯

山

（
歩

き

約
六

時
間

）
　
定

員
先

着

六
十

人
　

費
用
一
万

一
千

円
（
バ

ス
代

・

保
険

料

な

ど
）

惠
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・

電

話
番

号

を

記
入

し

、

〒

2
7
0
松

戸

市
五

香

六

実
七

五

六
－

二

五

奥

山
千

枝

子

（
・
1
8
5－
7

7
7
6

番

）

へ

ソ

リ

ス

ト
（
楽

器

）
オ

ー

デ

ィ

シ

ョ

ン

平

成
４

年
５

月
５

日

こ

ど

も

の

日

に

開

催
す

る
コ

ン

サ

ー

ト

の

ソ

リ
ス

ト
を

募

集
し

ま

す

。

対
象
七
歳
～
二
十
五
歳
の
市

内

在

住

・
在

勤

の
人

圉
1
1
月
3
0
日
出
ま
で
に
、
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
に
演
奏
を
録
音
し
、

住

所

・
氏

名

・

年
齢

・
性
別

を

明

記

の
う

え

、

〒
2
7
1松

戸

市

根

杰

二
八
七
－

五
松

戸

市

教

育

委

員

会
内

纐
松

戸

市
文

化

振

興

財

団

（
・
1
6
4－
9
1
9
1

番
）

へ

と

も
し

び
読

書
会

９
月
1
9日

團
午
前
1
0時
～
正

午
　

会
場
婦
人
会
館
　

テ
キ
ス

ト
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
手
紙
」
古

田
秀
和
編
訳

費
用
五
百
円（
初

め
て
の
人
は
無
料
）

惠

電
話
で
平
尾
四
4
2－
3
3
8

1
番
へ

シ
ニ
ア

サ

ッ
カ

ー
大

会

９
月
1
6日

釶
午
前
８
時
3
0分

受
け
付
け
　

会
場
運
動
公
園

対

象
三
十
五
歳
以
上
の
チ

ー
ム

お
よ
び
個
人
　

費
用
一
人
二
千

五
百
円
（
保
険
料
含
む
）

惠
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒

2
7
1
松
戸
市
稔
台
一
六
松
戸
市
サ

″
力
１

協
会
・
松
倉
明
（

一`
6
3

－
5
5
3
5

番
）
へ

＼ ①職域大会 ②壮年大会

日時 9/15 吩　午前８時30分受け付け

会場 栗ヶ沢公園庭球場

対象
市内職域クラブ
(１団体３チーム)

市内在住 ・在勤 の

45歳以上の人(1 人でも可)

費用 １団体4,500 円 １人1,500円(昼食含む)

農
商
学
校
の
生
徒
が
勤
労
奉
仕
で

松
戸
飛
行
場
用
地
の

草
刈
り
を

―
小
嶋
　
眞
さ
如
提
供

松

飛

台

か

ら

常
盤

平

方
面

を

望
む

航

空

写

真
（
昭

和
4
3
年

）

松
戸
市
内
で

撮
影
し
た
古
い
写
真
を

探
し
て
い
ま
す
。
懐
か
し
い
風
景
や

記
念
写
真
か
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　

黷
広
報
課

小
学
生

体
操

教
室

９
月
2
0日
～
1
1月
2
9日
の

毎

週
金
曜
日

、
①
午
後
４

時
～
５

時
3
0分
②
午
後
５

時
3
0分
～
７

時
　

会
場
運
動
公
園
小
体
育
室

対

象
①
一

上

二
年
生
・
六
十
人

②
四
上
（

年
生
・
五
十
人
　

費

用

無
料

惠
９
月

１１
日
困
午
前
９
時
か
ら

直
接
ス
ポ
ー
ツ
課
窓
口
（
四
6
3

－
9
2
4
1

番
）
で

軟

式

庭

球

大

会
惠
９
月
1
0
日
㈹
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
①
は
職
場
名
・
出
場
者
名

を
、
②
は
前
衛
後
衛
の
別
・
年

齢
を
明
記
し
、
〒
2
7
0
松
戸
市
小

金
原
六

―
九
１

一
－

四
〇
二
軟

式
庭
球
連
盟
・
小
倉
有
三
（
一
‘

4
5－
0
8
9
9

番
）
へ

９月11日～20日

高齢者交通安全旬間

市役所・支所

連絡先

救急医療体制

●市　役　所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………雲68-3756 番

◆待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレ ホンサービ ス……………………a66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医･ 午前9時～午後5時

テレホンサービ ス…………………… 登66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時

衛生会館内……………………………f165-3430 番

古
い
写
真
を
お
貸
し
く
だ
さ
い

ご参加ください



第
四
十
三
回
全
日
本
社
会
人

ボ
ク
シ
ン
グ
選
手
権
大
会

が
、

９
月
1
9日
か
ら
札
幌
市
で
開
催

さ
れ
る
。
こ
の
大
会
に

、
塩
田

修
さ
ん
が
フ
ェ
ザ
ー
級
（
5
7
㌔

乍
以
下

）
千
葉
県
代
表
と
し
て

出
場
す
る
。

塩
田

さ
ん
は
、
市
内
の
会
社

に
勤
め
る
プ
ロ
グ
ラ
マ

ー
。
仕

事
が
終
わ
っ
た
後
、
ボ
ク
シ
ン

グ
ジ
ム
に
通

っ
て
い
る
。

「
兄
の
友
達
に
プ
ロ
ボ
ク
サ

ー
が
い
て
、
そ
の
話
を
聞
い
て

ボ
ク
シ
ン

グ
で

も
や

っ
て

み
よ

う
か
な
」
と
、
軽
い
気
持
ち
で

二
年
前
、
電
話
帳
で
探
し
、
こ

の
ジ
ム
の
門
を
た
た
い
た
。

四
ヵ
月
後
、
初
め
て
の
公

式

戦
、
県
民
大
会
で
初
勝
利
。
チ

ー
ム
優
勝
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

「
仕
事
が
あ
る
の
で

、
ボ
ク

シ
ン

グ
が
す
べ
て
と
は
言
い
切

れ
な
い
が
、
た
だ
の
趣
味
と
は

思
わ
れ
た
く
な
い
」
と
、
今
で

は
ボ
ク
シ
ン
グ
に
情
熱
を
傾
け

て
い
る
。

熱
い
思
い

を
話
す
塩
田

さ
ん

だ
が
、
口
調
は
物
静
か
だ
。
む

し
ろ

、
弱
々
し
い
印
象
す
ら
受

け
る
。

と
こ

ろ
が
、

グ
ロ
ー
ブ
を
は

め
リ
ン

グ
に
立
つ
と
、
別
人
の

よ
う
に
な
る
。
相
手
を
射
る
よ

う
な
鋭
い
目
、
闘
争
心
に
火

が

付

く
。
「
リ
ン

グ
に
立
っ
て
相

手

を
見
る
と
、
た
だ
倒
す
こ
と

ば
か
り
を
考
え
て
い
る
」
。

ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
（
社

会
人
）
で
は
、
一
ラ
ウ
ン
ド
三
分

間
、
三
ラ
ウ
ン

ド
を
戦
う
。
短

い
よ
う
だ
が
、
ア
マ
チ

ュ
ア
に

と
っ
て
は
、
か
な
り
ハ
ー
ド
だ

と
い
う
。

そ
れ
だ
け
に
、
日

ご
ろ
の
練

習
量

が
も
の
を
い

う
。し
か
し

、

社
会
人
に
は
、
仕
事
と
の
両
立

と
い
う
課
題
が
あ
る
。

試
合
前
、
練
習
に
出
る
た
め

、

会
社
に
泊
ま
り
込
ん
で
仕
事
を

終
わ
ら
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ

う
だ
。
好
き
な
ボ
ク
シ
ン

グ
を

す
る
た
め
、
逆
に
仕
事
に

も
集

中
で
き
る
と
言
う
。

今
回
、
全
日
本
と
い
う
大
き

な
壁
に
初
挑
戦
す
る
。
「
い
い

成
績
を
残
し
た
い
」
と
、
静
か

な
男
は
燃
え
て
い

る
。

（
常
盤
平
在
住
）

燃焼！　180秒

すごい量にびっくり！

ごみの分別についても説明がありました

全日本社会人ボクシング選手権大会に

出場する

ごみ処理の最前線を見学してい

ただき、ご みについて考えようと

いう「ご み減らしサミット 」が、

ご みを減らす課の主催で、８月20

日･22 日の両日、実施されました。

今年の参加者は、小学１年生か

ら中学２年生までの54人と保護者

29人の計83人。

都内唯一のごみの埋め立て地「中

央防波堤埋立処分場」を見学した

ときは､ごみの山にただびっくり！

面積420ha の処分場も、あと２

～３年でいっぱいになるとの説明

に、みなさん事態の深刻さを認識

していました。

障害者の技能競技で賞を獲得

国際アビリンピック大会に出場の上條さん

「さをり織」を着て、賞状を

手にする上條さん

８月10日 から５日 間にわたり、

第３回国際アビリンピック（身体

障害者技能競技大会）が香港で開

催され、常盤平の上峰寿也さんが、

障害を克服して見事に賞を獲得し

ました。

こ の大会の舞台芸術部門で、上

條さんが出品したのは、手編みの

「さをり織」。

21人のグループで、この「さを

り織」の衣装を身に付け、ファッ

ションショーを行いました。

その結果「ベスト・ドレッサー

賞」に輝き、日本への素晴らしい

おみやげになり ました。

９

月
に
入
り

、
い
よ
い
よ
本

格
的

な

台

風

シ

ー

ズ
ン

の
到

来

で

す

。

先

月

の
下

旬

に

は

、
台

風
1
2
号

が

各

地
に

被

害

を

も
た

ら

し

、
死

傷

者

が
出

て

い

ま
す

。

平

成
２

年

（
１

月

～
１９
一
月

）

に

発

生

し

た

台
風

は

、

「
二

十

九

個
」
。

台

風
１

号
は

、

１

月
1
3
日

に

発

生
し

、
2
9
号
は
1
2
月
1
4
日

に

発

生
し
て

い

ま
す

。

こ

の

う

ち
日

本

に

上

陸
し

た

の
は
、
1
1
・
1
4
・
1
9
・
2
0
・
2
1

・
2
8
号

の

六

個
で

し

た

。

中
で

も

、
９

月
1
9
日

か

ら
2
0

日

に

か
け

て

日

本

を

縦
断

し

た

台

風
1
9
号
は

、
全

国
で

死

者

三

十

二

人

、

行
方

不

明

六
人

の

大

き

な

被

害

を
出

し
て

い

ま
す

。

この数なあに？

1
1
月
3
0
日
に
紀
伊
半
島
に
上

陸
し
た
台
風
2
8号
は
、
昭
和
2
3

年
1
1月
1
9日
の
ア
グ
ネ
ス
台
風

の
記
録
を
破
り
、
日
本
上
陸
の

時
期
が
最
も
遅
い

台
風
と
な
り

ま
し
た
。

戦
後
、
大
き
な
被
害
を
出
し

た
台
風
は
、
昭
和
2
0年
枕
崎
台

風

（
死
者
・
行
方
不
明
三
千
七

百

五
十
六
人
）
、
2
9年
洞
爺
丸

台
風
（
同
千
七
百
六
十
一
人
）
、

3
4年
伊
勢
湾
台
風

（
同
五
千
四

十
一
人
）
な
ど
で

、
い
ず
れ
も

９

月
下
旬
に
日

本
へ
上
陸
し
て

い
ま
す
。

大
雨
・
強
風

を
も
た
ら
す
台

風
へ
の
備
え
、
わ

が
家
で

は
万

全
で
す
か
？

スナップ
ショット

あなたの撮ったスナップ写真(街の話題・

身近な出来事など) を お寄せください。採用

の方には記念品を差し上げます。〔團広報課

素早く！正確に！火を消し止める

消防団特別訓練大会

一刻を争う火災現場を想定した訓練です

香港の会場での上條さん(左から２人め)

８月20日、八ヶ崎の消防

訓練センターで、消防団の

夏季特別訓練大会が行われ

ました。

この大会は、消防の技術

を競うもので、市内各地区

がら消防団員が集まり、よ

り早く、より正確に火を消

し止める実技が次々と披露

されました。

屋外での競技会にはあい

にくの雨でしたが、悪天候

をものともせず、日ごろの

消防訓練の成果を存分に発

揮していました。

人

塩田　修さん

ごみ減らしサミットを実施

「
小

型
」
で

も

「

非
常
に
強
い

」
ぞ ”29″
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